
令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

同
項
第
三
号
中
「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
」
を
「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
計
画
」
に
、「
第
四
十
一

条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
の
策
定
及
び
確
認
、
第
四
十
一
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
六
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
、
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
、
同
条
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
八
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
」
に
、「
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
」
を
「
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
並
び
に
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

の
策
定
及
び
確
認
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

一

第
七
条
の
二
第
三
項
の
書
類
、
同
条
第
五
項
の
公
表
及
び
第
七
条
の
三
の
実
施
状
況
の
報
告
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
令
・
国
土
交
通
省
令

第
百
十
四
条
第
二
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
書
類
、
同
条
第
五
項
の
公
表
、
第
二
十
九
条
の
三
の
実
施
状
況
の
報
告
及
び
第

三
十
条
第
二
項
の
実
施
状
況
の
報
告
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
令
・
総
務
省
令
・
経
済
産
業
省
令

四

第
三
十
五
条
の
三
第
三
項
の
書
類
、
同
条
第
五
項
の
公
表
、
第
三
十
五
条
の
四
の
実
施
状
況
の
報
告
、
第
四

十
二
条
の
二
第
三
項
の
書
類
、
同
条
第
五
項
の
公
表
、
第
四
十
二
条
の
三
の
実
施
状
況
の
報
告
及
び
第
四
十
四

条
第
二
項
の
実
施
状
況
の
報
告
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
令
・
経
済
産
業
省
令

第
百
十
四
条
を
第
百
六
条
と
す
る
。

第
百
十
五
条
第
一
項
中
「
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）」を

削
り
、
同
条
を
第
百
七
条
と
し
、
第
百
十
六
条
を
第
百
八
条
と
す
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
の
表
一
の
項
中
「
第
七
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
条
並
び
に
第
八
十
三
条
」
を

「
第
七
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
並
び
に
第
七
十
五
条
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中

「
第
八
十
二
条
」
を
「
第
七
十
四
条
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
事
業
」
を
「
事
業
等
」に
、「
平
成
三
十
四
年
度
」

を
「
令
和
十
四
年
度
」
に
、「
第
八
十
九
条
及
び
第
百
五
条
か
ら
第
百
八
条
ま
で
」
を
「
第
九
十
条
及
び
第
九
十
四
条

か
ら
第
百
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
第
百
七
条
第
六
項
」
を
「
第
九
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
を
削
る
。

附
則
第
三
条
を
削
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
各
号
」
を
「
第
六
十
八
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中

「
第
七
十
三
条
第
一
号
」
を
「
第
六
十
八
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
と
す
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
中
「
第
百
五
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

中
「
第
百
五
条
第
三
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
百
五
条
第
一
項
」
を
「
第
九

十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
百
五
条
第
三
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を

附
則
第
四
条
と
し
、
附
則
第
五
条
の
二
を
附
則
第
五
条
と
す
る
。

附
則
第
六
条
の
前
の
見
出
し
及
び
同
条
を
削
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
旧
法
の
失
効
」
を
「
失
効
前
の
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第

百
三
十
一
号
。
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）の
失
効
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
六
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と

し
て「（
経
過
措
置
）」を
付
し
、
附
則
第
八
条
を
附
則
第
七
条
と
す
る
。

附
則
第
九
条
中
「
第
百
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
八
条
と
し
、
附
則

第
十
条
を
附
則
第
九
条
と
し
、
附
則
第
十
一
条
を
削
る
。

別
表
中
「
第
百
五
条
」
を
「
第
九
十
四
条
」
に
改
め
、
同
表
二
十
一
の
項
中
「
老
人
福
祉
法
」
の
下
に「（
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）」を
加
え
る
。

（
沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年

法
律
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
第
六
項
中
「
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
七
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
に
お
い
て
返
還
が
合
意
さ
れ
た
駐
留
軍
用
地
に
つ
い
て
、
当

該
駐
留
軍
用
地
が
段
階
的
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
合
同
委
員
会
に
お
い
て
返
還
が
合
意
さ

れ
て
い
な
い
区
域
を
含
む
土
地
の
区
域
で
あ
っ
て
、
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
拠
点

返
還
地
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
は
、
当
該
指
定
に
係
る
区
域
が
第

二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
当
該
駐
留
軍
用
地
の
返
還
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
受
け
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
指
定
に
係
る
区
域
に
お
い
て
一
体
的
な
土
地
利
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
に
係
る
区
域
の
相
当
部
分
に
つ
い
て
、
合
同
委
員
会
に
お
い
て
返
還
が
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
六
条
」
を
「
第
三
十
七
条
」
に
、「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
三
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
若
し
く
は
産
業
労
働
者
住
宅
資
金
融
通
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
十
三

号
。
以
下
「
融
通
法
」
と
い
う
。）又
は
こ
れ
ら
の
法
律
」
を
「
又
は
こ
の
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
既
成
市
街
地
」
の
下
に
「
若
し
く
は
駐
留
軍
用
地
跡
地
（
沖
縄
県
に
お
け
る
駐

留
軍
用
地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第

二
号
に
規
定
す
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
若
し
く
は
造
成
」
及
び
「
、
幼
稚
園

等
又
は
関
連
利
便
施
設
の
建
設
、
関
連
公
共
施
設
の
整
備
」
を
削
り
、
同
号
ニ
及
び
ホ
を
削
り
、
同
号
ヘ
を
同
号
ニ

と
し
、
同
条
第
二
項
中
第
三
号
か
ら
第
三
号
の
四
ま
で
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
四
号
の
二
を
第
四
号

と
し
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
前
項
」
を
削
り
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
後
段
を
削
る
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
及
び
融
通
法
」
を
削
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中「（
融
通
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
金
融
機
関
を
含
む
。
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
同
じ
。）」、「
融
通
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
を
含
む
。」、「
か
ら

ホ
ま
で
」
及
び
「
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
」
を
削
る
。

第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
五
条
の
三
ま
で
を
削
り
、
第
三
十
五
条
の
四
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
七
条
を
削
り
、
第
六
章
中
第
三
十
六
条
を
第
三
十
七
条
と
し
、第
三
十
五
条
の
五
を
第
三
十
六
条
と
す
る
。

第
三
十
九
条
第
三
号
中
「
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
中
「
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
」
に
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め

る
。

（
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
令
和
四
年
度
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
起
算
し
て
五
十
年
以
内
」
を
「
令
和
八
年
九
月
三
十
日
（
酒
税
法
第
三
条
第
十
号

に
規
定
す
る
単
式
蒸
留
焼
酎
に
あ
つ
て
は
、
令
和
十
四
年
五
月
十
四
日
）
ま
で
の
間
」
に
改
め
、同
項
第
三
号
中「
五

十
年
」
を
「
五
十
二
年
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
中
「
起
算
し
て
五
十
年
を
経
過
し
た
日
」
を
「
令
和
八
年
十
月
一
日
」
に
改
め
る
。
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